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 2026.10.15 秋号 

 

在園児 136名（10月１5日現在） 

◆児童発達支援     41 名 

◆放課後等デイサービス 52 名 

◆親子教室たっく    43 名 

子ども発達センターたっく 
住 所：〒432-8006 

     浜松市中央区大久保町 5388-1 

ＴＥＬ：053-485-6122  

ＦＡＸ：053-485-6115 

たっくだより No.148 

■水あそびを楽しみました! 
 

7 月から 8 月にかけて、プールを出して、水あそびを楽しみまし

た。水に親しみながら、水の楽しさや心地よさを味わうこと、そし

て水特有の感触や性質に触れることで、五感を刺激することをねら

いとして取り組みました。水着への着替えも経験を重ねることで慣

れ、「自分でやってみよう！」と挑戦する姿が見られました。 

 

また、ペットボトルなどの立体的な素材に自由に絵を描き、水あ

そびで使いました。自分で作ったものを使うことで、より一層楽し

みながらあそびました。シャボン玉あそびでは、『友達がいない方

向に吹く』という約束を守りながら楽しみました。吹く息の強さに

よって、シャボン玉の大きさが変わることに気付き、「大きくなっ

た！」「いっぱいできた！」と変化を楽しみました。 

 

夏ならではの水あそびを通して、たくさんの「気付いた！」

「やってみた！」を経験しました。 

 

 

 

 

 

 

児童発達支援 

7～9 月 活動の様子 

暑い夏、こどもたちは太陽に負けないくらいの元気いっぱいの笑顔を見せてくれました！7 月～9 月

の行事や日々の活動の様子を振り返ってご紹介します。 
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■7 月 スキップ「交通安全教室」 

7月17日（金）に、親子で交通安全教室を体験しました。浜

松西警察署の交通課の方に来ていただき、信号機の色が持つ意

味や、道路を歩くときの交通ルールについてお話を聞きまし

た。 

その後、実際に横断歩道を渡る練習も行いました。「信号が

青になったら渡る」「右・左・右をよく確認する」など、安全

に道路を渡るために大切なことを、親子で一緒に確認しまし

た。 

また、白バイとの記念撮影をしました!普段なかなか間近で見

ることのできない白バイに、こどもたちは興味津々でした。 

 

今回の交通安全教室を通して、信号機の色の意味や横断歩道

を渡るときのルールを知り、安全のためにどのように行動すれ

ばよいのかを学ぶことができました。今後の散歩につなげてい

きます。 

 

 

■ 9 月エンジョイデイ 

9 月 12 日（土）に、エンジョイデイでスライムあそびを行い

ました。今回は、「自分で作った！」という達成感を味わうこ

と、そして、混ぜたり注いだりする活動を通して、指先をたくさ

ん使ってあそぶことをねらいとして取り組みました。 

 

こどもたちは、材料をこぼさないように慎重に注いだり、よく

混ぜたりしながら、スライムづくりを楽しみました。最初は液体

だった物に「魔法の水」を入れると、少しずつ形が変わり、液体

からスライムへと変化していく様子に興味津々でした。「固まっ

てきた！」「スライムになった！」と、目の前で起こる変化に大

喜びでした。 

 

また、完成したスライムを大切そうに持ちながら、友達に「交

換しよう！」と声をかけ、自分で作ったスライムを友達と交換す

る姿も見られました。 

 

【まとめ】 

保護者の皆様、スキップ・エンジョイデイ・父親ふれあいデイに参加下さり、ありがとうござい

ました！今後の活動の中で、ハロウィンやクリスマス会等の季節に触れる活動を取り入れていきま

すのでご参加よろしくお願いします。 
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放課後等デイサービス支援 

7～9 月 活動の様子 

■手指や道具を使ってよく混ぜる・こねる 

粉に水や牛乳を入れて混ぜる時、「粉がなくなるまで混

ぜるよ」「（見本を見せて）こうなるよ」と伝える事でよ

く混ぜたり、こねたりしました。繰り返していくと、こ

どもたちで混ぜきれるようになり、「先生どう？」と確認

するようになりました。 

■トッピングをする 

カップケーキ作りでは、ホイップクリームやチョコレート、自 

分で持ってきたものなどを使い、トッピングをしました。繰り返 

し行なっていくと、「このトッピングを中に入れてもおいしそ 

う！」と、アレンジを思いつく子も出てきました。 

 

完成図を描いて、「ホイップください」「これは半分にして乗

せる」など、完成をイメージしながら乗せて、個性豊かなカップ

ケーキになっていきました。「こっちはお母さんの分」などと 2

つ作ったカップケーキを親子で分けて食べてもらいました！ 

 ■はかりを使う 

ホットケーキミックス、ご飯、白玉粉、水など、はかりを使 

用して材料の分量を計りました。最初は多く入れすぎても気付

けなかった子が、何度も繰り返すことで「もうちょっとだ」

「多くなっちゃった」「ぴったり！」と自分で数字を確認して

調整できるようになりました。 

 

 

4 月から半年が経ちました。夏休み期間中は食育活動に力を入れ、カップケーキやおにぎり、カス

テラ、ごまだんご、かき氷づくりなどに挑戦！「おいしいね」と笑顔で顔を見合わせながら作る時間

は、夏の思い出の 1つになっていると嬉しく思います。活動中のこども達の成長姿をご紹介します！ 
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食育活動について 

夏の間、たっくの園庭ではピーマン、ミニトマト、枝豆などの野菜が育ち、こどもたちと一緒に収穫を

楽しみました。  

7 月の食育では、収穫した身近な夏野菜を使い、餃子の皮で「夏野菜ピザ」を作りました。ミニトマ

ト、ピーマン、コーンをのせて焼き、チーズがぐつぐつと溶けていく様子をじっくり観察！「あつあつの

チーズに気を付けてね」と声をかけ合いながら、ビヨーンと伸びるチーズをみんなで楽しみながら味わい

ました。 また、給食で使うとうもろこしの皮むきにも毎回挑戦！あっという間にきれいにむいて仕上げて

くれました。 

9 月からは、さつまいもを使ったスイートポテト作りに取り組 

んでいます。春に行ったポテトサラダ作りの経験を生かし、指先 

を使って上手に皮をむいたり、手のひらを使って力強くおいもを 

つぶしたりと、成長した姿が見られます。 

今後も旬の食材に触れながら、みんなで楽しく食育を行ってい 

きたいと思います。 

 

■持ち物管理 

荷物が増えたり、使用する道具が増えると、ロッカーや机、床に荷物が

広がる子がいるため、分かりやすく提示しています。夏休みは学習、食育

道具、かき氷セットなど普段より荷物が増えた事もあり、ロッカーを１人

縦１列で使用できるように、ロッカーの使い方を表にして提示しました。

ロッカーの近くに提示し、来た時に声かけすることで、定着してくると、

自分でこの形でしまうようになりました。 

 

また、食育の活動でも、机の上を整理しながら活動に取り組めるよう

に、ホワイトボードやプロジェクターで置き方を提示して、必要な物を確

認しながら活動を行ないました。確認することでこどもたちも置き方を意

識して活動に取り組み、必要な物だけ机に乗るようになりました。 

ロッカーや環境を工夫したり整えることで、自分で管理する力が伸びて

きています。ご家庭でも、ぜひ取り入れてみて下さい。 

■まとめ 

小集団での活動や一緒にあそぶ中でこども同士の中も深まり、友達とのやりとりが増えてきまし 

た。また、夏休みに行った活動やあそびをこども達が「また作りたい！」「お家でもやりたい！」と

話している声も聞こえました。休日など、ご家庭でも一緒に作ってみてください♪ 
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なぜ手がでてしまうのか？ 

幼児期は、自分の「やりたい」「嫌だ」という気持ちをことばで伝える力や、感情を調整する力がまだ育って

いる途中です。 

友達との玩具の貸し借りや取り合いなどで嫌な気持ちになったとき、ことばよりも先に手が出てしまうのは

「どうすればいいのか分からなくて困っているサイン」かもしれません。 

 

     ポイント 1.気持ちをことばにしてあげる 

手が出たときは、咄嗟に「ダメ！」と言ってしまいがちです。 

そんなときは、まず「取られて嫌だったんだね」「使いたかったんだね」など、お子さんがまだことばにでき

なかった気持ちを代わりにことばにして共感してあげましょう。 

「自分の気持ちを分かってもらえた」と感じることで、少しずつ気持ちを落ち着けることにつながります。 

 

 

     ポイント 2.叩く代わりに「どうすればいいか」を具体的に伝える 

「叩かないよ」という禁止だけではなく、「嫌なときは『やめて』って言おうね」「使いたいときは『貸して』

って言おうね」など、代わりにどうすればよいのかを分かりやすく伝えます。 

繰り返し経験することで、ことばを選んで伝えることにつながり、「叩く」に代わる方法を身に着けていきま

す。 

 

 

 

 

子育てワンポイントアドバイス 

今回のテーマは… 

友達とのトラブルで手が出てしまう… どうしたらいい？ 
「玩具を貸してもらえない」「急に取られた」「順番を抜かされた」などの理由から、急に手がでてしまっ

て対応に困っている… 今回はそんなお悩みにお答えします! 

 
 

＼たっくの先生がお届けする／ 
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     ポイント 3.手が出る前に大人が間に入る 

玩具の取り合いになりそうなときや、お子さんが興奮してきたときは、手が出る前に大人が間に入りましょ

う。「順番で使おうね」「今使っているから、終わったら貸してもらおう」など、大人が仲介し、双方の話を聞

いてあげましょう。 

「叩いたことで思い通りになった」という経験を「叩かなくても気持ちが伝わった」という成功体験に変えて

いきましょう。 

  
 

 

     ポイント 4.興奮しているときは、まずクールダウン 

パニックになっていたり、興奮していたりするときは、どんなにことばで説明しても耳に入りにくく伝わり

ません。そのようなときは、静かな場所やクールダウンができる部屋など、気持ちを落ち着けられる環境に移

動しましょう。 

 

深呼吸をしたり、少し時間を置いたりして、気持ちが落ち着いてからお話してみてください。「叩いてはいけ

ない」と伝えることも大切ですが、まずは「困ったときにどうすればいいのか」を一緒に考え、知ることが大

切です。大人が気持ちを受け止め、具体的な方法を繰り返し伝えることで、少しずつことばで気持ちを伝える

力が育っていきます。 

 

たっくでは、お子さん一人ひとりの発達段階に合わせて、「伝わった！」「できた！」という成功経験を大切

にしながら、友達との関わり方を一緒に練習しています。 

 

 

 

 

お困りのことや聞きたいことがあったら、 

                    職員にお声かけくださいね! 
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     心理学者 中林一代さんの「ミニコラム」連載中です 

 

一代さんは、私たちが「心穏やかに毎日を過ごせる方法」について、いつも優しくアドバイ

スをくださる専門家です。 

 

★みんなに役立つヒント：子育てのイライラや、日々のちょっとした不安を和らげるヒントが

満載です。 

★心穏やかな毎日へ  ：忙しい日々の中でも、ホッと一息つけるような温かいメッセージを 

お届けします。 

 

毎日の生活や子育てが少しラクになる、そんな知恵や方法が詰まったコラムです。どうぞお

たよりを楽しみにしていてくださいね！ 
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